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２０２１年度教員人事評価（業績評価）の試行等について 

 
１ 第３期中期計画及び令和３年度年度計画（抜粋） 

 （１）第３期中期計画 
３ 人事評価の給与・昇任等への反映に関する目標を達成するための措置 

○教員を対象とした人事評価を実施し、給与・昇任等に反映させる。 
（２）令和３年度年度計画 

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 
３ 人事評価の給与・昇任等への反映に関する目標を達成するための措置 

○事務職員を対象とする能力評価及び業績評価を本格的に実施する。 
○教員職員を対象とする人事評価の試行を実施するとともに、教員職員からの意見等を踏

まえ、本格導入のための検証を行う。 
 
２ 現在までの状況等 

年度 実施状況 
R1(2019) R2 年度に実施する試行案を作成 
R2(2020) 教員人事評価（業績評価）の試行案（1 回目）の実施及び意見の募集 

 
３ 試行案（１回目）の結果について 

  ２ ５頁参照。 
 
４ 教員人事評価の試行方法等について 

（１）全体スケジュール（見込） 

区分 
第 2 期 第 3 期中期計画（6 年間） 
2020 
R2 

2021 
R3 

2022 
R4 

2023 
R5 

2024 
R6 

2025 
R7 

2026 
R8 

評価内容等 
試行 1 試行 2 試行 3 試行 4 試行 5 

(最終) 
本格 

実施 

 
自己評価  
評価実施 ― 検証    

制度化 検証    
規程制定準備 

(R7.4.1 施行)  

給与等への 
反映方法 

検証     
給与等へ 

反映 
 （２）２０２１（令和３）年度の試行について 
    ・試行１回目と同様に実施する（６頁以降参照）。 
    ・ただし、評価項目の「研究」の評価基準（詳細）については、18 頁のとおりとする。 
 （３）今後のスケジュール（予定） 

時期 内容 
１２ 中旬 １ 下旬 被評価者の自己評価期間＆意見募集 
２ 上旬 ３月下旬 評価結果集計＆意見の取りまとめ 
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教員人事評価（業績評価）の試行案（1回目） 意見シート集計結果 概要

◆自己評価【大学全体】

割合 割合 割合 割合 割合
S 3 8.8% 2 5.9% 1 2.9% 2 5.9% 1 2.9%
A 15 44.1% 8 23.5% 17 50.0% 12 35.3% 13 38.2%
B 14 41.2% 18 52.9% 15 44.1% 17 50.0% 17 50.0%
C 2 5.9% 6 17.6% 1 2.9% 2 5.9% 3 8.8%
D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.9% 0 0.0%

合計 34 100.0% 34 100.0% 34 100.0% 34 100.0% 34 100.0%

◇グループ別
１ 経営学科

割合 割合 割合 割合 割合
S 1 11.1% 1 11.1% 0 0.0% 2 22.2% 1 11.1%
A 3 33.3% 2 22.2% 5 55.6% 0 0.0% 3 33.3%
B 3 33.3% 5 55.6% 4 44.4% 7 77.8% 4 44.4%
C 2 22.2% 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 11.1%
D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 9 100.0% 9 100.0% 9 100.0% 9 100.0% 9 100.0%

２ 経済学科

割合 割合 割合 割合 割合
S 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
A 5 62.5% 1 12.5% 4 50.0% 4 50.0% 3 37.5%
B 3 37.5% 3 37.5% 3 37.5% 3 37.5% 3 37.5%
C 0 0.0% 4 50.0% 1 12.5% 0 0.0% 2 25.0%
D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 12.5% 0 0.0%

合計 8 100.0% 8 100.0% 8 100.0% 8 100.0% 8 100.0%

３ 地域みらい学科

割合 割合 割合 割合 割合
S 1 14.3% 1 14.3% 1 14.3% 0 0.0% 0 0.0%
A 3 42.9% 2 28.6% 3 42.9% 5 71.4% 4 57.1%
B 3 42.9% 3 42.9% 3 42.9% 2 28.6% 3 42.9%
C 0 0.0% 1 14.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 7 100.0% 7 100.0% 7 100.0% 7 100.0% 7 100.0%

総合
評価

評価
区分

教育 研究
大学
運営

地域
貢献

総合
評価

評価
区分

教育 研究
大学
運営

地域
貢献

総合
評価

評価
区分

教育 研究
大学
運営

地域
貢献

総合
評価

評価
区分

教育 研究
大学
運営

地域
貢献
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４ 教養

割合 割合 割合 割合 割合
S 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
A 2 50.0% 2 50.0% 3 75.0% 1 25.0% 1 25.0%
B 2 50.0% 2 50.0% 1 25.0% 2 50.0% 3 75.0%
C 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 25.0% 0 0.0%
D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 4 100.0% 4 100.0% 4 100.0% 4 100.0% 4 100.0%

５ ACB

割合 割合 割合 割合 割合
S 1 16.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
A 2 33.3% 1 16.7% 2 33.3% 2 33.3% 2 33.3%
B 3 50.0% 5 83.3% 4 66.7% 3 50.0% 4 66.7%
C 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0%
D 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 6 100.0% 6 100.0% 6 100.0% 6 100.0% 6 100.0%

◆意見・要望について
区分 件数 割合
（1） 3 6.8%
（2） 3 6.8%
（3） 3 6.8%
（4） 1 2.3%
（5） 3 6.8%
（6） 4 9.1%
（7） 4 9.1%
（8） 2 4.5%
（9） 2 4.5%
（10） 5 11.4%
（11） 4 9.1%
（12） 2 4.5%
（13） 3 6.8%
（14） 0 0.0%
（15） 2 4.5%
（16） 3 6.8%

44 100.0%

地域
貢献

総合
評価

評価
区分

教育 研究
大学
運営

地域
貢献

総合
評価

評価方針

評価
区分

教育 研究
大学
運営

項目
目的
評価対象者
評価者
評価の実施組織

合計

評価項目
評価基準
評価のサイクル
評価の実施方法等
評価結果の活用
苦情相談・苦情処理
評価結果の報告
評価結果の公表
庶務
その他
項目以外
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 2020年度試行1回目に係る意見・要望等一覧  

Ｎ０ 項目 意見・要望等

1 目的 必要

2 目的 理解できるが、人事管理の基礎となり得るかは不安を感じる

3 目的
人事評価・業績評価の社会的な要請と意義は理解しております。その上で、「教員個人ひいては組織全体のパ
フォーマンスの向上に資するため」という、この目的を充分に尊重して運営して頂くことを切に要望します。

4 評価対象者
「(1)目的」に「教員個人ひいては組織全体のパフォーマンス向上に資する」とあるが、当該パフォーマンスは、い
わゆる「管理職」の資質・仕事ぶりにも影響を受けると考えられる。したがって、「管理職（管理職個人）」とし
ての業績を別に評価するべきではないだろうか。

5 評価対象者
評価を360度評価で行うことが、評価される側の教員の士気にも関わると考える。それが無理であるならば、役職者

6 評価対象者
優れた業績を表彰することが目的であるとすれば、評価対象者は常勤の教員に限定する必要はないとも考えられま
す。以下にも記すように、業績評価の表彰については、給与等の算定とは独立におこなわれることを要望します。

7 評価者 上記（２）に記した「管理職」の評価については、いわゆる360度評価もあり得る、と考えられる。

8 評価者

であたる（相互チェックする）ことが、制度への信頼感確保という点で必要と考える。

9 評価者 講義負担、業務量について、ご理解いただけているか不安

10
評価の実施

組織
講義負担、業務量について、ご理解いただけているか不安

11 評価方針 ③目標達成度とともに、目標自体の水準も評価すべき。

12 評価方針 様々な大学の実例が参考になりました。

13 評価方針
「公平性・公正性の確保」という観点については、尊重されることを切に要望するところですが、数量化するとい
う方法の設定そのものが、質的な観点からは公平性を欠く場合があることに最大限の配慮をおこなう必要があると
考えます。

14 評価項目 分かりやすく表記すべき。現状でも可.

15 評価項目 研究成果を実社会に適用した成果についても項目に含めてほしい

16 評価項目

四つの項目の設定については異論はありません。本学に赴任して以来、いずれの項目についても尽力できる事柄を
開拓しようと考えてきました。しかし、実現するためには数年という時間幅では難しく、でしゃばり無理をすれば
空回りすることにもなりかねません。とくに地域貢献や大学運営の活動については、まだまだ貢献というにはおこ
がましく、受け入れてもらい、時間をかけて人的交流を深めるほかはないと考えております。

17 評価項目 大学運営の入試関連における「作題」の扱い。

18 評価基準 分かりやすく設定すべき。（例：研究に関しては、学会ジャーナル査読アリが何本でA等）

19 評価基準
ここに記載されているのは「評価スケール」であって、基準ではないように思われます。基準とは、「それが達成
されたら「水準に達している」と言える項目」」のことではないでしょうか。

20 評価基準 基準の明確化・可視化をお願いしたい。

21 評価基準 どういう状態が「水準に達している」のかよくわからないので、もう少し例を示せないか。
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 2020年度試行1回目に係る意見・要望等一覧  

Ｎ０ 項目 意見・要望等

22
評価のサイ

クル
「研究」以外は毎年、研究は3年１セットでの評価が適当。

23
評価のサイ

クル
単年度の成果にとどまらない教育研究の性格を考慮するべき観点が盛り込まれている点に賛同します。毎年度の実
施にこだわることなく、数年度毎の更新という方法でおこなうメリットも検討する余地がまだあると考えます。

24
評価の実施
方法等

評価者と被評価者の面談はできるだけ多く実施すべき。

25
評価の実施
方法等

評価者は、必ず、被評価者と面談する必要があると考える。「必要な場合」の判断に恣意性が介入する余地を排除
し、適切な業務改善に繋げるため。

26
評価結果の

活用
評価結果は賞与に反映すべき。

27
評価結果の

活用
各種業務改善のために業績評価を行うことはあってよいと考える。業務改善に資するためには、速やかな業績評価
のフィードバックが必要と考える。

28
評価結果の

活用
まだまだ不透明、不安を感じる

29
評価結果の

活用
どのように給与制度に反映されるのか、不安だ。

30
評価結果の

活用

こうした業績評価を給与制度に直接に反映させることについては、基本的に賛成できません。優れた業績の表彰
は、それ自体が独立におこなわれるべきであり、そうであればこそ教員と本学組織のパフォーマンスの向上に寄与
すると考えます。

31
苦情相談・
苦情処理

担当者が必要

32
苦情相談・
苦情処理

不透明（異議申し立てした後にどうなるのか？）

33
苦情相談・
苦情処理

評価する側とされる側が双方納得がいくようなシステムにしていただけるとありがたいです。

34
苦情相談・
苦情処理

相談・異議申立先および審議を行う部門の設置がセットで必要となるのでは？

35
評価結果の

報告
基本的に本人

36
評価結果の

報告
その結果、どうなるのか？どういうことが生じる可能性が？

37
評価結果の

公表
必要なし

38
評価結果の

公表
本人に開示はするのか？しないのか？

39
評価結果の

公表
苦情相談・苦情処理の際にはどのように扱うのか？

40 その他
自己評価と他者評価の食い違いをどう考えるか、話し合いの場などもうけられるのかはちょっと疑問も思いまし
た。

41 その他
事実上は、教員の自己点検のためであって、人事評価、業績評価と言えるのか？評価の結果によって、給与、処遇
等が変わるのか？

42 項目以外 ティーチングロード、担当コマ数など、明らかに分かるものは、評価に活用しないのか？

43 項目以外
教員各人と大学組織の質的向上こそが本来であると存じております。業績評価の施行案について、意見を聴取して
下さったことに感謝しております。

44 項目以外 様式の授業担当科目を学部と大学院で分けてはどうか

5



■
教

員
人

事
評

価
（

業
績

評
価

）
に
関

す
る

最
低

限
設

定
す

べ
き
事

項
（

案
）

比
較

表
 

 
 
 

試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

（
１

）
目

的
 

公
立

大
学

法
人

で
あ

る
こ

と
の

社
会

的
意

義
や

責
務

を
充

分
に

踏
ま

え
、教

員
個

々
人

の
研

究
者

・
教

育
者

と
し

て
の

業
績

を
公

正
・

適
切

に
評

価
し

、
大

学
と

し
て

の
社

会
的

説
明

責
任

を
果

た
す

と
と

も
に

、
人

事
評

価
の

結
果

を
人

事
管

理
の

基
礎

と
し

て
活

用
し

、教
員

個
人

ひ
い

て
は

組
織

全
体

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

向
上

に
資

す
る

た
め

に
、教

員
の

人
事

評
価

（
業

績
評

価
）

を
行

う
。

 
 

（
１

）
目

的
 

公
立

大
学

法
人

で
あ

る
こ

と
の

社
会

的
意

義
や

責
務

を
充

分
に

踏
ま

え
、教

員
個

々
人

の
研

究
者

・
教

育
者

と
し

て
の

業
績

を
公

正
・

適
切

に
評

価
し

、
大

学
と

し
て

の
社

会
的

説
明

責
任

を
果

た
す

と
と

も
に

、
人

事
評

価
の

結
果

を
人

事
管

理
の

基
礎

と
し

て
活

用
し

、教
員

個
人

ひ
い

て
は

組
織

全
体

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

向
上

に
資

す
る

た
め

に
、教

員
の

人
事

評
価

（
業

績
評

価
）

を
行

う
。

 
【
意

見
】 

・
必

要
。
 

・
理

解
で

き
る

が
、
人

事
管

理
の

基
礎

と
な

り
得

る
か

は
不

安
を

感
じ

る
。
 

・
人

事
評

価
・
業

績
評

価
の

社
会

的
な

要
請

と
意

義
は

理
解

し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
上

で
、

「
教

員
個

人
ひ

い
て

は
組

織
全

体
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

に
資

す
る

た
め

」と
い

う
、
こ

の
目

的
を

充
分

に
尊

重
し

て
運

営
し

て
頂

く
こ

と
を

切
に

要
望

し
ま

す
。

 
（

２
）
評

価
対

象
者
 

公
 

 
学

法
 

 
森

公
 

 
学

職
員

就
業

規
則

第
２

条
に

定
め

る
教

員
職

員（
 

常
勤

講
師

、
特

任
教

授
、

教
育

担
当

特
別

教
授

は
除

く
。）

と
す

る
。

た
だ

し
、

評
価

実
施

時
に

お
い

て
、学

 
が

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
が

困
難

と
認

め
る

場
合

は
、評

価
を

実
施

し
な

い
こ

と
が

で
き

る
。

 
【

継
続

検
討

】
 

・
管

理
職

の
業

績
評

価
 

・
学

部
 

の
業

績
評

価
 

・
役

職
者

間
（

学
部

 
、

研
究

科
 

、
図

書
館

 
）

で
の

相
互

評
価

 
・

評
価

対
象

者
の

範
囲

（
常

勤
以

外
）

 
 ※

参
考

＿
学

部
 

等
の

業
績

評
価

に
つ

い
て

（
公

大
協

メ
ー

リ
ン

グ
調

査
H2

7.6
.26

北
九

州
市

立
大

学
か

ら
抜

粋
）

[回
答

率
76

.7％
（

66
／

86
大

学
）

] 
 

□
学

部
 

等
（

本
学

で
 

う
部

局
 

）
の

業
績

評
価

の
導

 
状

況
 

（
２

）
評

価
対

象
者
 

公
 

 
学

法
 

 
森

公
 

 
学

職
員

就
業

規
則

第
２

条
に

定
め

る
教

員
職

員（
 

常
勤

講
師

、
特

任
教

授
、

教
育

担
当

特
別

教
授

は
除

く
。）

と
す

る
。

た
だ

し
、

評
価

実
施

時
に

お
い

て
、学

 
が

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
が

困
難

と
認

め
る

場
合

は
、評

価
を

実
施

し
な

い
こ

と
が

で
き

る
。

 
【
意

見
】 

・
「
(1

)目
的

」
に

「
教

員
個

人
ひ

い
て

は
組

織
全

体
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
向

上
に

資
す

る
」
と

あ
る

が
、
当

該
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

は
、
い

わ
ゆ

る
「
管

理
職

」
の

資
質

・
仕

事
ぶ

り
に

も
影

響

を
受

け
る

と
考

え
ら

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
「
管

理
職

（
管

理
職

個
人

）
」
と

し
て

の
業

績
を

別

に
評

価
す

る
べ

き
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
 

・
「
一

次
評

価
者

」
と

し
て

の
学

部
長

の
業

績
評

価
を

ど
う

す
る

か
。
「
確

認
者

」
と

し
て

の
学

長
に

関
し

て
は

、
学

長
選

考
会

議
に

お
い

て
「
（
4

）
学

長
の

業
績

評
価

に
関

す
る

事
項

」
が

あ
る

。
そ

れ
に

対
し

て
、
「
一

次
評

価
者

」
と

し
て

の
学

部
長

の
業

績
評

価
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
か

？
今

回
の

制
度

化
に

合
わ

せ
て

、
学

部
長

の
業

績
評

価
も

制
度

化
す

べ
き

6



試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

 
 

導
入

済
：

 
７

（
１

０
.６

％
）

 
 

 
検

討
中

：
１

８
（

２
７

.３
％

）
 

 
 

予
定

無
：

４
１

（
６

２
.１

％
）

 
 

 
※

導
入

済
の

評
価

者
：

学
 

の
み

、
理

事
 （

学
 

兼
務

）の
み

、
副

学
 

と
学

 
、 

法
人

理
事

全
員

、
副

学
 

と
事

務
局

 
と

学
 

 

と
考

え
る

。
学

部
長

の
業

績
評

価
を

3
6

0
度

評
価

で
行

う
こ

と
が

、
評

価
さ

れ
る

側
の

教

員
の

士
気

に
も

関
わ

る
と

考
え

る
。
そ

れ
が

無
理

で
あ

る
な

ら
ば

、
役

職
者

間
（
学

部
長

、

研
究

科
長

、
図

書
館

長
）で

の
相

互
評

価
の

実
現

を
望

む
。
 

・
優

れ
た

業
績

を
表

彰
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

る
と

す
れ

ば
、
評

価
対

象
者

は
常

勤
の

教
員

に
限

定
す

る
必

要
は

な
い

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
以

下
に

も
記

す
よ

う
に

、
業

績
評

価
の

表

彰
に

つ
い

て
は

、
給

与
等

の
算

定
と

は
独

立
に

お
こ

な
わ

れ
る

こ
と

を
要

望
し

ま
す

。
 

（
３

）
評

価
者
 

学
校

教
育

法
第

９
２

条
に

鑑
み

、
学

 
及

び
学

部
 

と
す

る
。

 
＜

参
考

_学
校

教
育

法
第

９
２

条
＞

 
第

３
号

 
学

 
は

、
校

務
を

つ
か

さ
ど

り
、

所
属

職
員

を
統

督
す

る
。

 
第

５
号

 
学

部
 

は
、

学
部

に
関

す
る

校
務

を
つ

か
さ

ど
る

。
 

【
継

続
検

討
】

 
・

３
６

０
度

評
価

 
・

 
次

評
価

担
当

者
（

学
部

 
、

学
部

 
＋

研
究

科
 

）
 

（
３

）
評

価
者
 

学
校

教
育

法
第

９
２

条
に

鑑
み

、
学

 
及

び
学

部
 

と
す

る
。

 
＜

参
考

_学
校

教
育

法
第

９
２

条
＞

 
第

３
号

 
学

 
は

、
校

務
を

つ
か

さ
ど

り
、

所
属

職
員

を
統

督
す

る
。

 
第

５
号

 
学

部
 

は
、

学
部

に
関

す
る

校
務

を
つ

か
さ

ど
る

。
 

【
意

見
】 

・
上

記
（
２

）
に

記
し

た
「管

理
職

」
の

評
価

に
つ

い
て

は
、
い

わ
ゆ

る
3

6
0

度
評

価
も

あ
り

得
る

、
と

考
え

ら
れ

る
。
 

・
「
一

次
評

価
者

」
が

学
部

長
の

み
で

は
不

十
分

で
あ

る
。
教

員
に

は
、
大

学
院

担
当

教
員

も

い
る

。
被

評
価

者
が

複
数

の
書

類
を

提
出

（
自

己
申

告
）
す

る
と

は
い

え
、
学

部
長

の
み

が

一
次

評
価

者
と

い
う

の
は

、
制

度
へ

の
信

頼
感

と
い

う
点

で
不

十
分

で
は

な
い

か
。
「
一

次

評
価

者
」
と

し
て

は
学

部
長

と
研

究
科

長
の

２
名

で
あ

た
る

（
相

互
チ

ェ
ッ

ク
す

る
）
こ

と

が
、
制

度
へ

の
信

頼
感

確
保

と
い

う
点

で
必

要
と

考
え

る
。
 

・
講

義
負

担
、
業

務
量

に
つ

い
て

、
ご

理
解

い
た

だ
け

て
い

る
か

不
安

。
 

 
（

４
）
評

価
の

実
施

組
織
 

学
 

が
必

要
と

認
め

る
場

合
に

は
、 

事
評

価
を

実
施

す
る

た
め

の
組

織
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

  

（
４

）
評

価
の

実
施

組
織
 

学
 

が
必

要
と

認
め

る
場

合
に

は
、 

事
評

価
を

実
施

す
る

た
め

の
組

織
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

【
意

見
】 

・
講

義
負

担
、
業

務
量

に
つ

い
て

、
ご

理
解

い
た

だ
け

て
い

る
か

不
安

。
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試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

（
５

）
評

価
方

針
 

公
平

性
・

公
正

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
次

に
示

す
方

式
が

考
え

ら
れ

る
。

※
教

員
の

意
見

も
十

分
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

①
 

研
究

成
果

や
担

当
授

業
数

な
ど

の
教

員
の

業
績

を
何

ら
か

の
方

法
で

数
値

と
し

て
総

合
化

す
る

方
式

 
 

 ［
参

考
：

実
施

 
学

 
 

森
県

 
保

健
 

学
、は

こ
だ

て
未

来
 

学
、他

国
 

 
学

］ 
②

 
教

員
の

数
量

的
・

定
性

的
な

業
績

を
も

と
に

、
そ

の
優

劣
（

例
え

ば
、

Ａ
,Ｂ

,Ｃ
,

Ｄ
の

段
階

判
定

な
ど

）
を

付
け

る
方

式
 

 
 ［

参
考

：
実

施
 

学
 

 
森

県
 

保
健

 
学

、は
こ

だ
て

未
来

 
学

、他
国

 
 

学
］ 

③
 

年
度

初
め

な
ど

に
教

員
の

目
標

を
定

め
、そ

の
目

標
達

成
度

の
評

価
を

行
う

方
式

 
 

 
［

参
考

：
実

施
 

学
 

 
形

 
学

、
宮

城
 

学
な

ど
 

※
な

お
、

宮
崎

公
立

大
学

で
は

教
員

及
び

職
員

の
人

事
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
（

設
立

団
体

に
準

拠
）。

 
【

継
続

検
討

】
 

・
ど

の
よ

う
な

評
価

方
針

と
す

る
か

。
 

・
評

価
方

針
に

応
じ

て
の

公
平

性
等

へ
の

配
慮

 

（
５

）
評

価
方

針
 

公
平

性
・

公
正

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
次

に
示

す
方

式
が

考
え

ら
れ

る
。

※
教

員
の

意
見

も
十

分
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

①
 

研
究

成
果

や
担

当
授

業
数

な
ど

の
教

員
の

業
績

を
何

ら
か

の
方

法
で

数
値

と
し

て
総

合
化

す
る

方
式

 
 

 ［
参

考
：

実
施

 
学

 
 

森
県

 
保

健
大

学
、は

こ
だ

て
未

来
大

学
、他

国
立

大
学

］ 
②

 
教

員
の

数
量

的
・

定
性

的
な

業
績

を
も

と
に

、
そ

の
優

劣
（

例
え

ば
、

Ａ
,Ｂ

,Ｃ
,

Ｄ
の

段
階

判
定

な
ど

）
を

付
け

る
方

式
 

 
 ［

参
考

：
実

施
 

学
 

 
森

県
 

保
健

 
学

、は
こ

だ
て

未
来

 
学

、他
国

 
 

学
］ 

③
 

年
度

初
め

な
ど

に
教

員
の

目
標

を
定

め
、そ

の
目

標
達

成
度

の
評

価
を

行
う

方
式

 
 

 
［

参
考

：
実

施
 

学
 

 
形

 
学

、
宮

城
 

学
な

ど
 

※
な

お
、

宮
崎

公
立

大
学

で
は

教
員

及
び

職
員

の
人

事
評

価
は

実
施

し
て

い
な

い
（

設
立

団
体

に
準

拠
）。

 
【
意

見
】 

・
③

目
標

達
成

度
と

と
も

に
、
目

標
自

体
の

水
準

も
評

価
す

べ
き

。
 

・
様

々
な

大
学

の
実

例
が

参
考

に
な

り
ま

し
た

。
 

・
「
公

平
性

・
公

正
性

の
確

保
」
と

い
う

観
点

に
つ

い
て

は
、
尊

重
さ

れ
る

こ
と

を
切

に
要

望

す
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
数

量
化

す
る

と
い

う
方

法
の

設
定

そ
の

も
の

が
、
質

的
な

観
点

か
ら

は
公

平
性

を
欠

く
場

合
が

あ
る

こ
と

に
最

大
限

の
配

慮
を

お
こ

な
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

（
６

）
評

価
項

目
 

公
 

 
学

法
 

 
森

公
 

 
学

職
員

倫
理

要
領

に
定

め
る

 
動

原
則

に
基

づ
き

、「
教

育
活

動
」・

「
研

究
活

動
」・

「
地

域
貢

献
活

動
」・

「
大

学
運

営
活

動
」

の
４

つ
の

活
動

分
野

に
つ

い
て

評
価

す
る

。
な

お
、

評
価

の
様

式
に

つ
い

て
は

、「
教

員
人

事
評

価
票

（
様

式
１

）」
に

よ
る

。
 

【
継

続
検

討
】

 
・

評
価

項
目

の
分

か
り

や
す

さ
 

（
６

）
評

価
項

目
 

公
 

 
学

法
 

 
森

公
 

 
学

職
員

倫
理

要
領

に
定

め
る

 
動

原
則

に
基

づ
き

、「
教

育
活

動
」・

「
研

究
活

動
」・

「
地

域
貢

献
活

動
」・

「
大

学
運

営
活

動
」

の
４

つ
の

活
動

分
野

に
つ

い
て

評
価

す
る

。
な

お
、

評
価

の
様

式
に

つ
い

て
は

、「
教

員
人

事
評

価
票

（
様

式
１

）」
に

よ
る

。
 

【
意

見
】 

・
分

か
り

や
す

く
表

記
す

べ
き

。
現

状
で

も
可

。
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試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

・
研

究
成

果
を

実
社

会
に

適
用

し
た

成
果

 
・

大
学

運
営

の
入

試
関

連
に

お
け

る
作

題
の

扱
い

 
・
研

究
成

果
を

実
社

会
に

適
用

し
た

成
果

に
つ

い
て

も
項

目
に

含
め

て
ほ

し
い

。
 

・
四

つ
の

項
目

の
設

定
に

つ
い

て
は

異
論

は
あ

り
ま

せ
ん

。
本

学
に

赴
任

し
て

以
来

、
い

ず

れ
の

項
目

に
つ

い
て

も
尽

力
で

き
る

事
柄

を
開

拓
し

よ
う

と
考

え
て

き
ま

し
た

。
し

か
し

、

実
現

す
る

た
め

に
は

数
年

と
い

う
時

間
幅

で
は

難
し

く
、
で

し
ゃ

ば
り

無
理

を
す

れ
ば

空
回

り
す

る
こ

と
に

も
な

り
か

ね
ま

せ
ん

。
と

く
に

地
域

貢
献

や
大

学
運

営
の

活
動

に
つ

い
て

は
、
ま

だ
ま

だ
貢

献
と

い
う

に
は

お
こ

が
ま

し
く

、
受

け
入

れ
て

も
ら

い
、
時

間
を

か
け

て

人
的

交
流

を
深

め
る

ほ
か

は
な

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
 

・
大

学
運

営
の

入
試

関
連

に
お

け
る

「作
題

」の
扱

い
。

 
（

７
）
評

価
基

準
 

「
Ｓ

：
特

に
優

れ
て

い
る

」・
「

Ａ
：

水
準

を
上

回
っ

て
い

る
」「

Ｂ
：

水
準

に
達

し
て

い
る

」・
「

Ｃ
：

や
や

問
題

が
あ

り
改

善
の

余
地

が
あ

る
」・

「
Ｄ

：
問

題
が

あ
り

改
善

を
要

す
る

」
の

５
段

階
と

し
、

各
活

動
分

野
の

評
価

を
し

た
う

え
で

、
総

合
評

価
を

行
う

。
 

ま
た

、
各

活
動

分
野

の
評

価
基

準
（

詳
細

）
に

つ
い

て
は

、
学

 
が

別
に

定
め

る
。

 
≪

変
更

点
≫

 
２

０
２

１
年

度
に

つ
い

て
は

、「
研

究
」

の
み

評
価

基
準

（
詳

細
）

を
設

け
て

試
行

を
実

施
す

る
（

１
８

頁
参

照
）。

 
【

継
続

検
討

】
 

・
評

価
基

準
の

明
確

化
、

可
視

化
（

具
体

例
を

含
む

）
 

 

（
７

）
評

価
基

準
 

「
Ｓ

：
特

に
優

れ
て

い
る

」・
「

Ａ
：

水
準

を
上

回
っ

て
い

る
」「

Ｂ
：

水
準

に
達

し
て

い
る

」・
「

Ｃ
：

や
や

問
題

が
あ

り
改

善
の

余
地

が
あ

る
」・

「
Ｄ

：
問

題
が

あ
り

改
善

を
要

す
る

」
の

５
段

階
と

し
、

各
活

動
分

野
の

評
価

を
し

た
う

え
で

、
総

合
評

価
を

行
う

。
 

ま
た

、
各

活
動

分
野

の
評

価
基

準
（

詳
細

）
に

つ
い

て
は

、
学

 
が

別
に

定
め

る
。

 
【
意

見
】 

・
分

か
り

や
す

く
設

定
す

べ
き

。
（
例

：
研

究
に

関
し

て
は

、
学

会
ジ

ャ
ー

ナ
ル

査
読

ア
リ

が
何

本
で

A
等

） 

・
こ

こ
に

記
載

さ
れ

て
い

る
の

は
「
評

価
ス

ケ
ー

ル
」
で

あ
っ

て
、
基

準
で

は
な

い
よ

う
に

思

わ
れ

ま
す

。
基

準
と

は
、
「
そ

れ
が

達
成

さ
れ

た
ら

「
水

準
に

達
し

て
い

る
」
と

言
え

る
項

目
」
」
の

こ
と

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
 

・
基

準
の

明
確

化
・可

視
化

を
お

願
い

し
た

い
。
 

・
ど

う
い

う
状

態
が

「
水

準
に

達
し

て
い

る
」
の

か
よ

く
わ

か
ら

な
い

の
で

、
も

う
少

し
例

を

示
せ

な
い

か
。

 
（

８
）
評

価
の

サ
イ

ク
ル
 

毎
年

度
実

施
す

る
。

た
だ

し
、

大
学

で
の

教
育

研
究

の
特

性
（

研
究

分
野

の
多

様
性

や
研

究
成

果
に

結
び

付
く

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
や

時
間

等
）

を
充

分
に

考
慮

す
る

も
の

と
す

る
。

 
【

継
続

検
討

】
 

（
８

）
評

価
の

サ
イ

ク
ル
 

毎
年

度
実

施
す

る
。

た
だ

し
、

大
学

で
の

教
育

研
究

の
特

性
（

研
究

分
野

の
多

様
性

や
研

究
成

果
に

結
び

付
く

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
や

時
間

等
）

を
充

分
に

考
慮

す
る

も
の

と
す

る
。

 
【
意

見
】 
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試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

・
評

価
の

サ
イ

ク
ル

（
単

年
度

、
複

数
年

度
、

評
価

項
目

別
の

サ
イ

ク
ル

な
ど

）
 

・
「
研

究
」
以

外
は

毎
年

、
研

究
は

3
年

１
セ

ッ
ト

で
の

評
価

が
適

当
。
 

・
単

年
度

の
成

果
に

と
ど

ま
ら

な
い

教
育

研
究

の
性

格
を

考
慮

す
る

べ
き

観
点

が
盛

り
込

ま
れ

て
い

る
点

に
賛

同
し

ま
す

。
毎

年
度

の
実

施
に

こ
だ

わ
る

こ
と

な
く

、
数

年
度

毎
の

更

新
と

い
う

方
法

で
お

こ
な

う
メ

リ
ッ

ト
も

検
討

す
る

余
地

が
ま

だ
あ

る
と

考
え

ま
す

。
 

（
９

）
評

価
の

実
施

方
法

等
 

○
評

価
の

実
施

時
期

は
、

学
 

が
別

に
定

め
る

時
期

と
す

る
。

 
○

被
評

価
者

は
、

学
 

が
別

に
定

め
る

期
 

ま
で

に
、「

研
究

業
績

・
地

域
貢

献
リ

ス
ト

」、
「

学
外

出
講

・
委

員
応

嘱
リ

ス
ト

」
及

び
「

教
員

人
事

評
価

票
（

様
式

１
）」

を
提

出
す

る
。

 
○

評
価

者
は

、被
評

価
者

か
ら

提
出

さ
れ

た
書

類
等

を
基

に
、「

教
員

人
事

評
価

票（
様

式
Ⅰ

）」
に

評
価

等
を

記
入

す
る

。
 

○
評

価
者

は
、

必
要

な
場

合
に

は
、

被
評

価
者

と
面

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
○

評
価

者
は

、
評

価
結

果
を

被
評

価
者

へ
開

示
す

る
。

 
【

継
続

検
討

】
 

・
評

価
者

と
被

評
価

者
と

の
面

談
回

数
 

（
９

）
評

価
の

実
施

方
法

等
 

○
評

価
の

実
施

時
期

は
、

学
 

が
別

に
定

め
る

時
期

と
す

る
。

 
○

被
評

価
者

は
、

学
 

が
別

に
定

め
る

期
 

ま
で

に
、「

研
究

業
績

・
地

域
貢

献
リ

ス
ト

」、
「

学
外

出
講

・
委

員
応

嘱
リ

ス
ト

」
及

び
「

教
員

人
事

評
価

票
（

様
式

１
）」

を
提

出
す

る
。

 
○

評
価

者
は

、被
評

価
者

か
ら

提
出

さ
れ

た
書

類
等

を
基

に
、「

教
員

人
事

評
価

票（
様

式
Ⅰ

）」
に

評
価

等
を

記
入

す
る

。
 

○
評

価
者

は
、

必
要

な
場

合
に

は
、

被
評

価
者

と
面

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
○

評
価

者
は

、
評

価
結

果
を

被
評

価
者

へ
開

示
す

る
。

 
【
意

見
】 

・
評

価
者

と
被

評
価

者
の

面
談

は
で

き
る

だ
け

多
く

実
施

す
べ

き
。
 

・
評

価
者

は
、
必

ず
、
被

評
価

者
と

面
談

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。
「
必

要
な

場
合

」
の

判
断

に
恣

意
性

が
介

入
す

る
余

地
を

排
除

し
、
適

切
な

業
務

改
善

に
繋

げ
る

た
め

。
 

（
1
0
）
評

価
結

果
の

活
用
 

○
被

評
価

者
は

、評
価

結
果

を
踏

ま
え

、今
後

の
諸

活
動

の
改

善
に

役
立

て
る

も
の

と
す

る
。

 
○

評
価

者
は

、評
価

結
果

を
踏

ま
え

、教
員

個
人

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
適

切
に

行
う

と
と

も
に

、評
価

結
果

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
、被

評
価

者
の

意
見

も
十

分
に

考
慮

し
な

が
ら

、
給

与
・

昇
任

等
に

反
映

さ
せ

、
随

時
必

要
な

見
直

し
を

し
て

い
く

。
 

≪
変

更
点

（
下

線
）

≫
 

・
第

３
期

中
期

計
画

に
基

づ
き

、
文

言
修

正
 

【
継

続
検

討
】

 
・

評
価

結
果

の
活

用
方

法
（

給
与

制
度

（
賞

与
、

勤
勉

手
当

）、
研

究
費

な
ど

）
 

（
1
0
）
評

価
結

果
の

活
用
 

○
被

評
価

者
は

、評
価

結
果

を
踏

ま
え

、今
後

の
諸

活
動

の
改

善
に

役
立

て
る

も
の

と
す

る
。

 
○

評
価

者
は

、評
価

結
果

を
踏

ま
え

、教
員

個
人

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
適

切
に

行
う

と
と

も
に

、評
価

結
果

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
、被

評
価

者
の

意
見

も
十

分
に

考
慮

し
な

が
ら

、人
事

評
価

が
適

正
に

反
映

さ
れ

る
給

与
制

度
の

導
入

に
向

け
、随

時
必

要
な

見
直

し
を

し
て

い
く

。
 

【
意

見
】 

・
評

価
結

果
は

賞
与

に
反

映
す

べ
き

。
 

・
各

種
業

務
改

善
の

た
め

に
業

績
評

価
を

行
う

こ
と

は
あ

っ
て

よ
い

と
考

え
る

。
業

務
改

善
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試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

・
業

績
評

価
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

タ
イ

ミ
ン

グ
 

に
資

す
る

た
め

に
は

、
速

や
か

な
業

績
評

価
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

必
要

と
考

え
る

。
 

・
ま

だ
ま

だ
不

透
明

、
不

安
を

感
じ

る
。
 

・
ど

の
よ

う
に

給
与

制
度

に
反

映
さ

れ
る

の
か

、
不

安
だ

。
 

・
こ

う
し

た
業

績
評

価
を

給
与

制
度

に
直

接
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

に

賛
成

で
き

ま
せ

ん
。
優

れ
た

業
績

の
表

彰
は

、
そ

れ
自

体
が

独
立

に
お

こ
な

わ
れ

る
べ

き
で

あ
り

、
そ

う
で

あ
れ

ば
こ

そ
教

員
と

本
学

組
織

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
向

上
に

寄
与

す
る

と

考
え

ま
す

。
 

（
1
1
）
苦

情
相

談
・

苦
情

処
理

 

被
評

価
者

は
、

評
価

に
つ

い
て

異
議

申
し

立
て

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
【

継
続

検
討

】
 

・
苦

情
相

談
等

の
た

め
の

組
織

 

（
1
1
）
苦

情
相

談
・

苦
情

処
理

 

被
評

価
者

は
、

評
価

に
つ

い
て

異
議

申
し

立
て

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
【
意

見
】 

・
担

当
者

が
必

要
。
 

・
不

透
明

（
異

議
申

し
立

て
し

た
後

に
ど

う
な

る
の

か
？

） 

・
評

価
す

る
側

と
さ

れ
る

側
が

双
方

納
得

が
い

く
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

に
し

て
い

た
だ

け
る

と

あ
り

が
た

い
で

す
。
 

・
相

談
・
異

議
申

立
先

お
よ

び
審

議
を

行
う

部
門

の
設

置
が

セ
ッ

ト
で

必
要

と
な

る
の

で

は
？

 
（

1
2
）
評

価
結

果
の

報
告
 

評
価

結
果

に
つ

い
て

は
、

学
 

が
取

り
ま

と
め

、
理

事
 

に
報

告
す

る
。

 
  

（
1
2
）
評

価
結

果
の

報
告
 

評
価

結
果

に
つ

い
て

は
、

学
 

が
取

り
ま

と
め

、
理

事
 

に
報

告
す

る
。

 
【
意

見
】 

・
基

本
的

に
本

人
。
 

・
そ

の
結

果
、
ど

う
な

る
の

か
？

ど
う

い
う

こ
と

が
生

じ
る

可
能

性
が

？
 

（
1
3
）
評

価
結

果
の

公
表
 

○
評

価
結

果
は

、
評

価
結

果
を

集
計

し
た

統
計

的
デ

ー
タ

を
公

表
す

る
。

 
○

教
員

個
別

の
評

価
結

果
は

、
本

人
以

外
に

は
公

表
し

な
い

。
 

○
理

事
 

は
必

要
に

応
じ

て
、

教
員

個
別

の
評

価
結

果
を

閲
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

。 
【

継
続

検
討

】
 

・
評

価
結

果
を

集
計

し
た

統
計

デ
ー

タ
の

公
表

 

（
1
3
）
評

価
結

果
の

公
表
 

○
評

価
結

果
は

、
評

価
結

果
を

集
計

し
た

統
計

的
デ

ー
タ

を
公

表
す

る
。

 
○

教
員

個
別

の
評

価
結

果
は

、
本

人
以

外
に

は
公

表
し

な
い

。
 

○
理

事
 

は
必

要
に

応
じ

て
、

教
員

個
別

の
評

価
結

果
を

閲
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

。 
【
意

見
】 

・
必

要
な

し
。
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試
行

２
回

目
（

案
）（

２
０

２
１

年
度

）
 

試
行

１
回

目
（

２
０

２
０

年
度

）
 

・
本

人
に

開
示

は
す

る
の

か
？

し
な

い
の

か
？

 

・
苦

情
相

談
・苦

情
処

理
の

際
に

は
ど

の
よ

う
に

扱
う

の
か

？
 

（
1
4
）
庶

務
 

教
員

人
事

評
価

の
庶

務
は

、
事

務
局

総
務

企
画

グ
ル

ー
プ

で
処

理
す

る
。

 
 

（
1
4
）
庶

務
 

教
員

人
事

評
価

の
庶

務
は

、
事

務
局

総
務

企
画

グ
ル

ー
プ

で
処

理
す

る
。

 
【
意

見
】※

意
見

は
な

か
っ

た
。
 

（
1
5
）
そ

の
他
 

こ
の

項
目

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、教

員
人

事
評

価
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、別
に

定
め

る
。

 
  

（
1
5
）
そ

の
他
 

こ
の

項
目

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
、教

員
人

事
評

価
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、別
に

定
め

る
。

 
【
意

見
】 

・
自

己
評

価
と

他
者

評
価

の
食

い
違

い
を

ど
う

考
え

る
か

、
話

し
合

い
の

場
な

ど
も

う
け

ら

れ
る

の
か

は
ち

ょ
っ

と
疑

問
も

思
い

ま
し

た
。
 

・
事

実
上

は
、
教

員
の

自
己

点
検

の
た

め
で

あ
っ

て
、
人

事
評

価
、
業

績
評

価
と

言
え

る
の

か
？

評
価

の
結

果
に

よ
っ

て
、
給

与
、
処

遇
等

が
変

わ
る

の
か

？
 

  
（

1
6
）（

１
）

～
（

1
5）

以
外
の

内
容
 

【
継

続
検

討
】

 
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

ロ
ー

ド
等

の
客

観
的

資
料

の
活

用
 

・
評

価
様

式
 

（
1
6
）（

１
）

～
（

1
5）

以
外
の

内
容
 

【
意

見
】 

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
ロ

ー
ド

、
担

当
コ

マ
数

な
ど

、
明

ら
か

に
分

か
る

も
の

は
、
評

価
に

活
用

し

な
い

の
か

？
 

・
教

員
各

人
と

大
学

組
織

の
質

的
向

上
こ

そ
が

本
来

で
あ

る
と

存
じ

て
お

り
ま

す
。
業

績
評

価
の

施
行

案
に

つ
い

て
、
意

見
を

聴
取

し
て

下
さ

っ
た

こ
と

に
感

謝
し

て
お

り
ま

す
。
 

・
様

式
の

授
業

担
当

科
目

を
学

部
と

大
学

院
で

分
け

て
は

ど
う

か
。
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教
員

人
事

評
価

票
（

様
式

1
）

区
　

分
□

　
教

授
　

　
　

　
　

□
　

准
教

授
　

　
　

　
　

□
　

講
師

【
2
0
2
2
年

3
月

3
1
日

現
在

】

氏
　

名
ふ

り
が

な
年

齢
歳

在
職

年
数

年
月

個
人

研
究

課
題

所
属

学
会

等

授
業

担
当

科
目

（
学

部
・

大
学

院
）

学
内

委
員

会
等

活
動

分
野

評
価

項
目

自
己

評
価

自
己

評
価

の
理

由

教
育

□
担

当
科

目
の

改
善

□
学

生
か

ら
の

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
へ

の
対

応
等

□
Ｆ

Ｄ
参

加
回

数
・

発
表

回
数

研
究

□
「

研
究

業
績

票
」

に
明

記
す

る
項

目
等

※
評

価
基

準
に

つ
い

て
は

、
別

紙
の

と
お

り

大
学

運
営

□
各

種
委

員
会

等
の

貢
献

数
（

役
職

や
委

員
）

□
入

試
関

連
の

貢
献

数
（

作
題

・
面

接
・

出
張

講
義

、
　

模
擬

講
義

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
）

□
就

職
関

連
（

企
業

訪
問

、
求

人
開

拓
・

紹
介

）
□

外
部

資
獲

得
状

況
（

競
争

的
資

金
の

申
請

・
獲

得
、

　
他

機
関

と
の

共
同

研
究

実
績

等
）

地
域

貢
献

□
「

地
域

・
社

会
貢

献
票

」
に

明
記

す
る

項
目

、
□

「
教

員
の

学
外

出
講

・
委

員
応

嘱
等

一
覧

」
に

明
記

　
す

る
項

目
等

総
合

評
価

※
凡

例
　

Ｓ
：

特
に

優
れ

て
い

る
　

　
Ａ

：
水

準
を

上
回

っ
て

い
る

　
　

Ｂ
：

水
準

に
達

し
て

い
る

　
　

Ｃ
：

や
や

問
題

が
あ

り
改

善
の

余
地

が
あ

る
　

　
Ｄ

：
問

題
が

あ
り

改
善

を
要

す
る

（
所

見
／

特
記

事
項

）
　

一 次 評 価 者
役

職
名

氏
名

評
価

年
月

日

学
部

長
神

　
山

　
　

博
　

　
　

 
年

　
　

　
月

　
　

　
日

確 認 者
役

職
名

氏
名

評
価

年
月

日

学
長

香
　

取
　

　
薫

　
　

　
 

年
　

　
　

月
　

　
　

日
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教
員

人
事

評
価

票
（

様
式

1
）

区
　

分
 

　
教

授
　

　
　

　
　

□
　

准
教

授
　

　
　

　
　

□
　

講
師

【
2
0
2
2
年

3
月

3
1
日

現
在

】

氏
　

名
ふ

り
が

な
あ

お
も

り
　

こ
う

だ
い

年
齢

5
0

歳
在

職
年

数
2
0

年
0

月
青

森
　

公
大

【
学

部
】

：
○

○
論

【
大

学
院

】
：

○
○

特
論

・
○

○
委

員
会

（
委

員
長

）
・

○
○

委
員

会
（

委
員

）

個
人

研
究

課
題

所
属

学
会

等

授
業

担
当

科
目

（
学

部
・

大
学

院
）

学
内

委
員

会
等

○
○

に
つ

い
て

の
研

究
・

○
○

学
会

・
○

○
学

会

教
育

□
担

当
科

目
の

改
善

□
学

生
か

ら
の

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
へ

の
対

応
等

□
Ｆ

Ｄ
参

加
回

数
・

発
表

回
数

B
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
の

た
め

B
評

価
と

し
た

活
動

分
野

評
価

項
目

自
己

評
価

自
己

評
価

の
理

由

大
学

運
営

□
各

種
委

員
会

等
の

貢
献

数
（

役
職

や
委

員
）

□
入

試
関

連
の

貢
献

数
（

作
題

・
面

接
・

出
張

講
義

、
　

模
擬

講
義

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
）

□
就

職
関

連
（

企
業

訪
問

、
求

人
開

拓
・

紹
介

）
□

外
部

資
獲

得
状

況
（

競
争

的
資

金
の

申
請

・
獲

得
、

　
他

機
関

と
の

共
同

研
究

実
績

等
）

B
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
の

た
め

B
評

価
と

し
た

研
究

□
「

研
究

業
績

票
」

に
明

記
す

る
項

目
等

※
評

価
基

準
に

つ
い

て
は

、
別

紙
の

と
お

り
B

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

の
た

め
B

評
価

と
し

た

総
合

評
価

B

※
凡

例
　

Ｓ
：

特
に

優
れ

て
い

る
　

　
Ａ

：
水

準
を

上
回

っ
て

い
る

　
　

Ｂ
：

水
準

に
達

し
て

い
る

　
　

Ｃ
：

や
や

問
題

が
あ

り
改

善
の

余
地

が
あ

る
　

　
Ｄ

：
問

題
が

あ
り

改
善

を
要

す
る

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

の
た

め
B

評
価

と
し

た

地
域

貢
献

□
「

地
域

・
社

会
貢

献
票

」
に

明
記

す
る

項
目

、
□

「
教

員
の

学
外

出
講

・
委

員
応

嘱
等

一
覧

」
に

明
記

　
す

る
項

目
等

B
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
の

た
め

B
評

価
と

し
た

（
所

見
／

特
記

事
項

）
　

一 次 評 価 者
役

職
名

氏
名

評
価

年
月

日

学
部

長
神

　
山

　
　

博
　

　
　

 
年

　
　

　
月

　
　

　
日

確 認 者
役

職
名

氏
名

評
価

年
月

日

学
長

香
　

取
　

　
薫

　
　

　
 

年
　

　
　

月
　

　
　

日
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記入例



所
　

　
属

経
営

経
済

学
部

職
　

　
名

名
　

　
前

頁
数

(※
ｐ
ｐ
．

○
○

-
○

○
)

頁
数

(※
ｐ
ｐ
．

○
○

-
○

○
)

開
催

日

※
共

著
の

場
合

は
、

論
文

名
の

後
に

(共
著

)と
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

開
催

場
所

　
　

③
学

会
に

準
ず

る
研

究
会

等
で

の
発

表

研
　

究
　

業
　

績
　

票

2
0
2
0
 .
 4

 .
 1

 ～
 2

0
2
1
 .
 3

 .
 3

1

項
　

目
書

物
名

発
行

所
・
雑

誌
名

共
著

・
編

者
名

(共
著

の
場

合
分

担
箇

所
明

記
の

事
)

期
　

　
間

1  公 刊 書 物

　
　

①
単

独
著

書
（
全

編
書

き
下

ろ
し

）

　
　

②
単

独
著

書
（
既

論
文

編
集

）
　

　
③

編
著

　
　

⑦
単

独
翻

訳
書

　
　

⑥
共

著

　
　

④
共

編
著

　
　

⑤
編

の
み

論
文

名
発

行
所

・
雑

誌
名

　
　

⑧
監

訳

　
　

⑨
学

位
論

文

2  学 術 論 文 4  そ の 他

　
　

⑥
調

査
報

告
書

　
　

⑧
ワ

ー
キ

ン
グ

・
ペ

ー
パ

ー

　
　

②
学

会
で

の
司

会
・
討

論
者

・
パ

ネ
リ

ス
ト

等

項
　

　
目

学
会

・
大

会
・
論

文
名

等
3  学 会 報 告

　
　

②
研

究
ノ

ー
ト

（
査

読
付

）

　
　

④
論

文
（
査

読
な

し
）

項
　

目

　
　

①
論

文
（
査

読
付

）

　
　

③
本

学
の

紀
要

　
　

①
学

会
報

告

　
　

⑨
共

訳

共
著

・
編

者
名

(共
著

の
場

合
分

担
箇

所
明

記
の

事
)

　
　

⑤
研

究
ノ

ー
ト

（
査

な
し

）

　
　

⑦
辞

典
・
事

典

15



期
　

　
間

2
0
2
0
 .
 4

 .
 1

 ～
 2

0
2
1
 .
 3

 .
 3

1
所

　
　

属
経

営
経

済
学

部
職

　
　

名
名

　
　

前

期
間

又
は

年
月

日

６
：
そ

の
他

地
　

域
  

・
　

社
　

会
　

貢
　

献
　

票

１
：
本

学
主

催
の

公
開

講
座

等
の

講
師

場
所

等
項

　
目

主
催

者
・
機

関
名

等

３
：
地

域
・
社

会
へ

の
継

続
的

指
導

・
助

言

　
②

理
事

・
評

議
員

・
会

計
監

事
・
査

読
委

員
等

の
学

会
役

員

　
①

理
事

長
・
代

表
理

事
・
会

長

４
：
学

会
役

職

５
：
審

議
会

・
委

員
会

等
の

長
・
委

員

２
：
講

演
の

講
師

・
パ

ネ
リ

ス
ト

等

16



所
　

　
属

職
名

名
前

番
号

種
類

依
頼

元
新

規
・
継

続
回

数
・
頻

度
有

償
・
無

償
備

考

1
～

2
～

3
～

4
～

5
～

6
～

7
～

8
～

9
～

1
0

～

1
1

～

1
2

～

1
3

～

1
4

～

1
5

～

期
　

　
　

間

2
0
2
0
年

度
　

教
員

の
学

外
出

講
・
委

員
応

嘱
等

一
覧

2
0
2
0
 .
 4

 .
 1

 ～
 2

0
2
1
 .
 3

 .
 3

1
期

　
　

間
経

営
経

済
学

部

件
　

　
　

名

17


